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中朝日地区・福島県経営体育成
     基盤整備事業… ２〜３

R289（いわき市〜新潟市）フルコース踏破������� �４〜５
平成22年度福島県消防操法南会津地方大会　他�� �� ６〜８
栄養士さんからの健康メモ�� ����������� �９
町の話題�������������������� �10〜11

今 月 の 表 紙
黒谷川に子どもたちの楽しそう
な笑い声が響いた。毎年行われ
る朝日小学校の「川遊び教室」。
今年は７月１６日に、待ちに待った
１年生から６年生の児童が、一斉
に川へと走り込んだ。石を積ん
だり、寝そべったり、みんな夢
中で遊んでいた。
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本
事
業
は
、「
担
い
手
の
育
成
」

と
「
農
地
の
集
積
」
を
目
的
に
圃
場

を
整
備
し
ま
す
の
で
、
整
備
後
の
対

象
地
区
の
農
業
経
営
を
、
ど
の
よ
う

な
ス
タ
イ
ル
に
し
持
続
的
に
営
農
す

る
か
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

面
工
事
や
換
地
な
ど
の
ハ
ー
ド
事

業
は
平
成
２２
年
度
か
ら
２７
年
度
ま
で

行
い
、
そ
の
後
も
ソ
フ
ト
事
業
と
し

て
「
経
営
体
の
育
成
」
や
「
経
営
体

へ
の
農
地
集
積
」
を
進
め
て
い
き
、

対
象
地
区
の
安
定
的
な
農
業
経
営
が

確
立
さ
れ
る
目
標
の
時
期
を
平
成
３１

年
度
と
定
め
て
い
ま
す
。

平
成
３１
年
度
ま
で
の
間
に
は
、「
福

島
県
経
営
体
育
成
促
進
事
業
（
面
的

集
積
型
）」
を
継
続
的
に
行
い
、
地

域
の
営
農
体
制
を
構
築
さ
せ
る
た

め
、
①
指
導
事
業
、
②
調
査
・
調
整

事
業
、
③
高
度
経
営
体
面
的
集
積
促

進
事
業
の
３
事
業
を
セ
ッ
ト
で
行
い

ま
す
。
各
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

福
島
県
が
、
只
見
町
に
対
し
、
指

導
助
言
や
啓
発
普
及
活
動
を
行
い
ま

す
。　　

　
　
　

土
地
利
用
調
整
活
動
と
し
て
次
の

事
業
を
行
い
ま
す
。

▽
関
係
農
家
の
意
向
調
査

▽
土
地
利
用
を
図
る
た
め
の
調
整
活
動

▽
農
地
流
動
化
に
つ
い
て
の
関
係
機

関
と
の
調
整
活
動

▽
農
業
用
機
械
の
利
用
再
編
に
関
す

る
活
動

▽
普
及
セ
ン
タ
ー
等
の
助
言
指
導
を

受
け
て
行
う
営
農
指
導
に
関
す
る

活
動

▽
そ
の
他
農
用
地
流
動
化
に
関
係
す

る
調
査
・
調
整
活
動

認
定
農
業
者
な
ど
の
担
い
手
（
高

度
経
営
体
）
に
農
地
を
集
積
し
た
実

績
に
よ
り
集
積
向
上
率
を
算
出
、
向

上
率
に
よ
り
、
設
定
さ
れ
た
助
成
割

合
を
圃
場
整
備
事
業
費
に
乗
じ
て
出

た
「
促
進
費
」
が
福
島
県
か
ら
只
見

町
に
交
付
さ
れ
る
事
業
で
、
向
上
率

ア
ッ
プ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
な

っ
て
い
き
ま
す
。

＊
面
的
集
積
と
は
？

担
い
手
（
高
度
経
営
体
）
の
「
経

営
等
農
用
地
面
積
」
の
う
ち
、
１
ha

以
上
の
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
団
地
化

さ
れ
て
い
る
面
積
を
い
い
ま
す
。

＊
経
営
等
農
用
地
面
積
と
は
？

担
い
手
（
高
度
経
営
体
）
が
、
次

の
権
利
関
係
に
基
づ
い
て
農
業
経
営

を
行
な
っ
て
い
る
農
用
地
面
積
の
こ

と
で
す
。

①
所
有
権

②
使
用
収
益
権
（
農
業
経
営
基
盤
強

化
法
に
よ
る
利
用
権
、
農
地
法
に

よ
る
賃
借
権
）

③
基
幹
圃
場
３
作
業
以
上
受
託
契
約

に
よ
る
経
営
（
同
一
農
地
で
の
基

幹
３
作
業
以
上
受
託
契
約
）

本
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
経

営
規
模
の
拡
大
を
目
指
す
地
域
の
担

い
手
農
業
経
営
者
に
農
地
が
集
積
さ

れ
目
標
に
応
じ
た
、
集
約
的
で
合
理

的
な
経
営
計
画
の
実
行
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
確
実
に
農
地
の
利

活
用
が
行
わ
れ
、
遊
休
農
地
の
解
消

や
水
環
境
の
保
全
に
も
大
き
な
効
果

が
表
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

事
業
の
円
滑
な
進
行
に
町
民
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　生産性の向上と
担い手の育成を支援

中
朝
日
地
区
・
福
島
県
経
営
体
育
成

基
盤
整
備
事
業（
面
的
集
積
型
）

町
で
は
農
業
の
発
展
と
食
料
の
安
定
供
給
を
目
的
に
、「
福
島
県
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事

業
（
面
的
集
積
型
）」
を
行
い
、
中
朝
日
（
上
福
井
・
黒
谷
）
地
区
の
圃
場
を
整
備
し
ま
す
。

併
せ
て
、
規
模
拡
大
を
目
指
す
農
家
に
農
地
の
集
積
を
図
り
、
担
い
手
の
育
成
や
支
援
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
指
導
事
業

　③
高
度
経
営
体
面
的
集
積
促
進
事
業

②
調
査
・
調
整
事
業　
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国
道
289号

上　福　井

黒　谷

←只見駅

全 体 事 業 費
中朝日地区の圃場整備事業にかかる工事
費の内訳は下表のとおりです。
平成２２年度から２７年度までのトータルの
金額です。
■整備費　４億６８００万円
■総面積　32.８ha

工事名 金額（千円）

整地工 ９０，４３５
道路工 ６２，５６９
用水路工 ６５，０５８
排水路工 ８９，８６１
客土工 ３５，７８９
測量試験費 ６２，５７３
補償費 １４，４２７
換地経費 ３７，３９８
工事雑費 ９，８９０

合計 ４６８，０００

黒谷川

中朝日地区・
基盤整備事業実施区画図

（網かけ部分が対象農地です。）

伊南川

朝日小学校

只見中学校

▲基盤整備事業が実施される上福井地区の現在の農地

朝日地区
センター
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R289フルコース踏破

真夏の国道289号線を
見事に走り・歩きとおした只見高校生

新 潟 市R289

R289

（いわき市
〜新潟市）

フルコース
踏破

　

国
道
２
８
９
号
線
の
早
期
全
線
開

通
と
八
十
里
越
周
辺
の
貴
重
な
自
然

環
境
の
保
全
な
ど
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｒ
２
８
９
フ

ル
コ
ー
ス
踏
破
実
行
委
員
会
（
酒
井

正
吉
郎
委
員
長
）
が
主
体
と
な
り
、

「
Ｒ
２
８
９
（
い
わ
き
市
～
新
潟
市
）

フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
は
、
選
抜
さ
れ
た

只
見
高
校
１
、２
年
生
２６
名
と
先
生

や
保
護
者
、
一
般
町
民
、
只
見
町
な

ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
が
３
名
ず
つ
約
１０
㎞
を
自

転
車
で
走
り
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
な
が

ら
、
全
長
３
２
５
㎞
を
踏
破
。
途
中

の
八
十
里
越
は
徒
歩
で
踏
破
す
る
と

い
う
計
画
で
し
た
が
、
見
事
に
７
月

２４
、
２５
、
３１
日
と
８
月
１
日
の
延
べ

四
日
間
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
踏
破
し
ま

し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
７
月

２３
日
、
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー
前
に
集

合
。
出
発
式
が
行
わ
れ
、
目
黒
町
長

が
激
励
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
わ

▲ゴール地点の新
潟中郵便局前でフ

ルコース踏破を喜
ぶ只見高校生ら

こ
の
日
は
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
以

外
に
も
南
会
津
建
設
事
務
所
職
員
や

一
般
参
加
も
加
わ
り
、
約
６０
名
が

八
十
里
越
の
道
の
り
を
歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
ぬ
か
る
み
や
ロ
ー
プ
を
つ

か
ま
な
い
と
渡
れ
な
い
危
険
箇
所
も

あ
り
ま
し
た
が
、
１１
時
間
か
け
約
２５

㎞
を
歩
き
切
り
、
新
潟
県
三
条
市
の

吉
ヶ
平
に
全
員
が
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
８
月
１
日
は
、
吉
ヶ
平

を
朝
８
時
に
ス
タ
ー
ト
。
三
条
市
の

國
定
勇
人
市
長
ら
三
条
市
民
の
皆
さ

ん
も
拍
手
で
激
励
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
新
潟
市
内
に
近
づ
く
に
つ
れ

交
通
量
も
増
す
中
、
順
調
に
タ
ス
キ

を
つ
な
ぎ
、
約
８０
㎞
を
走
り
切
り
、

予
定
時
間
よ
り
３０
分
早
く
新
潟
中
郵

便
局
前
に
到
着
。
国
道
２
８
９
号
の

フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
を
成
功
さ
せ
ま
し

た
。

　

誰
一
人
、
体
調
を
崩
さ
ず
延
べ
四

日
間
で
フ
ル
コ
ー
ス
を
走
り
、
そ
し

て
歩
き
と
お
し
た
只
見
高
校
生
の
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

み
ん
な
で
意
志
を
統
一
し
目
標
の
達

成
に
向
け
頑
張
り
ぬ
い
た
こ
の
貴
重

な
経
験
か
ら
つ
か
ん
だ
も
の
を
、
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
に
活
か
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
事
業
が
安
全
に
行

え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
実
行
委

員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。
こ
の
事
業
実
施
に
よ
り

国
道
２
８
９
号
線
の
早
期
全
線
開
通

が
一
日
も
早
く
実
現
さ
れ
る
こ
と
を

願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
国
道
沿
線
の
各
地
域
で

心
温
ま
る
様
々
な
歓
迎
を
し
て
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

き
市
に
出
発
し
た
メ

ン
バ
ー
は
前
泊
し
、

翌
朝
２４
日
の
５
時
過

ぎ
に
勿
来
の
関
公
園

を
出
発
、
こ
の
日
は

西
郷
村
の
「
キ
ョ
ロ

ロ
ン
村
」
ま
で
、
約

１
０
０
㎞
を
走
り
ま

し
た
。

　

２５
日
は
、「
キ
ョ

ロ
ロ
ン
村
」
を
朝
７

時
に
ス
タ
ー
ト
。
甲

子
ト
ン
ネ
ル
を
通

り
、
下
郷
町
か
ら
南

会
津
町
の
駒
止
ト
ン

ネ
ル
を
通
過
、
午
後

２
時
ご
ろ
只
見
町
に

入
り
ま
し
た
。

　

国
道
沿
い
で
は
町

民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔

で
手
を
振
っ
た
り
、

拍
手
を
送
っ
た
り
し

て
、
出
迎
え
て
い
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
目

▲スタート直前の只見高校生（24日・勿来の関公園）

黒
町
長
と
久
保
副
町
長
も

一
部
区
間
を
高
校
生
と
一

緒
に
走
り
、応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
手
前
約

５
㎞
か
ら
は
只
見
高
校
の

野
球
部
員
が
一
緒
に
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
、
み
ん
な
で
入

叶
津
の
大
麻
平
に
午
後
４

時
ご
ろ
ゴ
ー
ル
し
約

１
０
０
㎞
を
走
り
切
り
ま

し
た
。

　

３１
日
は
、
い
よ
い
よ
歩

き
の
コ
ー
ス
、
朝
６
時
に

大
麻
平
を
ス
タ
ー
ト
。
天

候
は
曇
り
空
で
歩
く
に
は

快
適
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
、
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R289フルコース踏破

真夏の国道289号線を
見事に走り・歩きとおした只見高校生

い わ き 市

▲ゴール直後に胴上げをする只見高校生

▲大麻平（入叶津）にゴールした只見高校生ら

R289

R２８９フルコース踏破実行委員長
酒井　正吉郎さん（只見）

この度の事業は、只見高校が趣旨に
ふたつ返事で賛同され、参加した１～
２年生も、自分の意志で積極的に志願
し、大人のスタッフはボランティアを
快諾され、全員一丸となり実施し、実
り多き四日間に渡る踏破行でした。途

中、只見町はもとより、いわき市、白河市、西郷村、三条
市他、多くの地域住民の方々からも、想定以上のご支援と
大歓迎を受け、国道２８９号線の早期全線開通に対する両県
民の関心の高さを肌で感じました。スタートからゴールま
で多くのマスコミ各社に取り上げていただき、日一日と成
長していく高校生の姿に、只見町の将来を託す我々大人組
でした。町内では、初回の八十里越踏破から１７年が経過し
ました。県境トンネルも今年１０月には貫通し、只見町も歴
史的な転換期に向き合います。先人からの自然遺産、文化
遺産を守りながら、ふる里只見の将来像を模索する老若男
女の踏破隊でした。みなさん、ありがとうございました。

R２８９フルコース踏破隊リーダー
橘　翔太さん（只見高校２年１組）

今回、このような大きな事業に町全
体で取り組み、誰一人として欠けるこ
となく最後まで踏破することができた
ことが、一番の喜びでした。
また、仲間と一つのことをやり遂げ
るということの重要性や、自分自身の

大きな成長を感じることができました。
長い道のりのなかで、たくさんの人に出会い、人の優しさ
や温かさをもらい、友達と励まし合い、そして、なにより
勇気をもらいました。
また、隊長としてみんなをまとめるのは大変だったけれど、
みんなの協力があり、最後までやりぬくことができました。
また、人は決して一人ではないということ、誰かにいつも
支えられて生きているということを強く感じました。
最後に、この経験ができたこと、そのすべてのきっかけや、
すべての人へ感謝の気持ちを忘れずに、これからも頑張って
いきたいです。

地
元
「
只
見
町
」
で
は

皆
さ
ん
の
応
援
を
受
け

元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２5
日
・
小
林
地
区
）
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平
成
２２
年
度
福
島
県
消
防
操
法
南

会
津
地
方
大
会
が
、
７
月
４
日
に
南

会
津
町
の
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
駐
車

場
で
行
わ
れ
、
５
月
１７
日
の
結
団
式

か
ら
３０
日
間
の
訓
練
を
重
ね
て
き
た

町
を
代
表
す
る
消
防
団
員
、「
ポ
ン

プ
車
操
法
６
名
」、「
小
型
ポ
ン
プ
操

法
５
名
」
の
選
手
が
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
時
お
り
小
雨
が
降
る
曇

り
空
、
選
手
は
緊
迫
感
漂
う
会
場
で

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
、
本
番
を

待
ち
ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
は
３
チ
ー

ム
中
１
番
目
に
、
小
型
ポ
ン
プ
は
４

チ
ー
ム
中
２
番
目
に
操
法
を
行
い
ま

し
た
。鈴
木
好
行
消
防
団
長
か
ら「
今

日
が
本
番
、
練
習
の
成
果
を
す
べ
て

出
し
切
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
を

受
け
た
選
手
は
、
全
員
で
円
陣
を
組

み
気
合
を
入
れ
、
競
技
に
臨
み
ま
し

た
。審
査
員
の
開
始
合
図
と
と
も
に
、

指
揮
者
の
「
集
ま
れ
！
」
で
選
手
は

横
一
列
に
集
合
、
緊
張
感
は
一
転
し

て
集
中
力
へ
と
変
化
し
、
各
選
手
が

俊
敏
な
動
き
と
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
ポ
ン
プ
操
作
な
ど
を
行
い
、
最
短

時
間
で
火
点
へ
の
放
水
を
完
了
し
ま

し
た
。
完
璧
な
操
法
を
や
り
遂
げ
た

ポ
ン
プ
車
と
小
型
ポ
ン
プ
の
両
出
場

選
手
に
、
鈴
木
消
防
団
長
を
は
じ
め

と
す
る
総
勢
５１
名
の
応
援
団
か
ら
は

感
動
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
選

手
ら
は
、
実
力
を
出
し
切
っ
た
満
足

感
に
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
と
も
に
第
３
位
の
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
出
場
さ
れ
た
選
手
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
・
第
３
位

　

佐
藤
隆
一
、
堀
金
瞬
、
渡
部
典
高
、

　

渡
部
圭
、三
瓶
宏
勝
、小
沼
守（
補
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・
第
３
位

　

五
十
嵐
一
幸
、
渡
部
賢
史
、
渡
部

　

隆
義
、
目
黒
隆
、
横
山
慎
（
補
）

（
敬
称
略
）

只
見
町
消
防
団
を
代
表
す
る

気
迫
の
操
法

▲小型ポンプ操法の部・出場選手

▲ポンプ車操法の部・出場選手

▲ポンプ車操法

▲入場行進する只見町の選手

▼小型ポンプ操法

平
成
２２
年
度
福
島
県

消
防
操
法
南
会
津
地
方
大
会
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NEWS&FLASH

　

教
育
委
員
会
が
行
う
「
地
域

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ

ン
事
業
」
の
「
ふ
る
さ
と
只
見
・

人
材
育
成
講
座
」
開
講
式
が
７

月
２２
日
に
、
只
見
町
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
を
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
支
え
る
人
材
「
地
域
リ

ー
ダ
ー
」
を
育
て
る
た
め
計
画

さ
れ
た
こ
の
事
業
の
第
１
期
生

は
、
一
般
公
募
か
ら
９
名
、
Ｊ

Ａ
会
津
み
な
み
推
薦
１
名
、
只

見
町
商
工
会
推
薦
１
名
の
計
１１

名
に
決
定
。
全
員
が
開
講
式
に

出
席
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
横
山
大
太
郎
教

育
委
員
長
が
「
多
方
面
で
活
躍

さ
れ
る
町
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
続
い
て
目
黒
町

長
は
「
地
域
の
資
源
を
活
用
し

町
お
こ
し
に
つ
な
げ
る
活
動

を
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
様
々
な
業
種
や
人

の
連
携
を
さ
ら
に
強
力
な
も
の

に
し
て
い
け
る
講
座
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
１
期
生
の
決
意

表
明
が
あ
り
開
講
式
は
終
了
。

引
き
続
い
て
、
第
１
回
講
習
会

が
行
わ
れ
、
講
師
に
福
島
大
学

経
済
経
営
学
類
教
授
の
西
川
和

明
氏
を
迎
え
「
地
域
資
源
を
活

か
す
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
講
義
で
は
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
や
成
功
の
秘
訣
な
ど
の
説
明

が
さ
れ
、
只
見
町
の
資
源
を
活

か
す
方
策
は
何
か
、
課
題
は
何

か
、
な
ど
に
つ
い
て
受
講
生
一

人
ひ
と
り
か
ら
意
見
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
人
材
育
成
講
座

は
今
後
、
２３
年
３
月
ま
で
の
間

に
４
回
行
わ
れ
ま
す
。

　

７
月
１４
日
に
只
見
川
電
源
流
域
振

興
協
議
会
の
第
１
回
役
員
会
が
只
見

町
役
場
で
行
わ
れ
、只
見
町
は
じ
め
、

柳
津
、
三
島
、
金
山
、
昭
和
、
南
会

津
、
檜
枝
岐
の
各
町
村
長
な
ど
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
同
協
議
会
長
の
齋
藤
茂

樹
三
島
町
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

協
議
に
入
り
ま
し
た
。
協
議
で
は
、

４
月
か
ら
の
活
動
経
過
を
は
じ
め
、

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
清

水
愼
一
立
教
大
学
観
光
学
部
特
任
教

授
を
置
く
こ
と
や
、
流
域
内
の
担
い

手
の
育
成
、
専
門
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
併

せ
て
調
査
企
画
活
動
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
進
め

方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
国
道
２
８
９
号

「
八
十
里
越
」
の
新
潟
県
側
現
地
視

察
も
行
わ
れ
、
交
通
不
能
区
間
の
早

期
解
消
に
向
け
た
改
築
事
業
の
促
進

に
関
す
る
要
望
活
動
と
し
て
、
前
川

秀
和
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
、
近
藤
淳
同
整
備
局
道
路
部
道
路

調
査
官
、
倉
重
毅
同
整
備
局
長
岡
国

道
事
務
所
長
へ
、
要
望
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
道
４
０
０

号
の
早
期
通
行
止
め
解
除
等
要
望
活

動
も
併
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
１５
日
、
平
成
２２
年
度
県
道
小

林
・
舘
ノ
川
線
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
総
会
が
季
の
郷
湯
ら
里
で
開
か
れ

ま
し
た
。
会
長
の
目
黒
町
長
の
あ
い

さ
つ
に
続
き
、
渡
部
勝
博
福
島
県
議

会
議
員
お
よ
び
青
戸
良
夫
南
会
津
建

設
事
務
所
長
代
理
の
星
啓
介
企
画
管

理
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
を
「
未
改
良
区

間
の
改
良
工
事
促
進
・
雪
崩
発
生
箇

所
の
防
雪
工
事
早
期
整
備
と
除
雪
計

画
の
整
備
促
進
」
な
ど
と
定
め
て
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
山
口
土
木
事
務
所
か
ら
平

成
２２
年
度
事
業
概
要
説
明
が
行
わ

れ
、
荒
島
・
熊
倉
区
間
の
落
石
防
護

柵
設
置
の
整
備
と
、
そ
れ
に
関
連
し

た
事
業
実
施
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
除
雪
要
望
区
間
を
地
元

区
長
や
町
役
場
担
当
者
な
ど
と
現
地

調
査
を
行
い
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

整
備
を
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
冬
期
間
交

通
不
能
と
な
る
小
川
・
一
ノ
坪
間
と

荒
島
・
熊
倉
間
の
早
期
除
雪
に
つ
い

て
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
只
見
・
人
材
育
成
講
座

地
域
リ
ー
ダ
ー
第
１
期
生
の
講
座
ス
タ
ー
ト

只
見
川
電
源
流
域
振
興
協
議
会　

第
１
回
役
員
会
・
要
望
活
動

歳
時
記
の
郷
・
奥
会
津
の
活
性
化
を
目
指
す

県
道
小
林
・
舘
ノ
川
線
改
良
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

未
改
良
区
間
の
改
良
と
雪
対
策
の
早
期
取
り
組
み
を

ニュース&フラッシュNEWS&FLASH

１１ １０ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン　

第
１
期
生
名
簿　
　
（
敬
称
略
）

目
黒　

孝
幸

吉
津　

健

星　
　

美
弥
子

山
内　

幸
三

山
内　

翔

新
国　

真
也

目
黒　

広
信

目
黒　

道
人

佐
藤　

弘

三
瓶　

清
志

舟
木　

晋
太
郎

氏　
　
　

名

只　

見

黒　

谷

小　

林

布　

沢

二
軒
在
家

只　

見

塩
ノ
岐

楢　

戸

叶　

津

大　

倉

小　

林

住　
　

所

▲八十里越現地視察▲あいさつをする目黒町長

▲講習会の様子
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原
田
美
千
代
さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状

　

６
月
２３
日
に
只
見
町
役
場
に

お
い
て
、原
田
美
千
代
さ
ん（
黒

谷
）
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
感
謝
状
は
総
務

省
福
島
行
政
評
価
事
務
所
の
高

野
和
敏
所
長
か
ら
原
田
さ
ん
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

原
田
さ
ん
は
、
町
の
行
政
相

談
委
員
を
平
成
１７
年
４
月
か
ら

平
成
２２
年
５
月
ま
で
務
め
ら

れ
、
多
年
に
わ
た
り
行
政
相
談

活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ニュース&フラッシュ

東
邦
銀
行
か
ら
「
自
然
首
都
・
只
見
応
援
基
金
」
に
寄
付

▲感謝状を受ける原田さん

株
式
会
社
東
邦
銀
行
（
頭
取

北
村
清
士
氏
）で
は
、森
林
、湖
、

公
園
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
趣
旨
で
、「
東
邦
エ
コ
定

期
預
金
」
を
創
設
さ
れ
、
そ
の

一
定
額
を
「
自
然
首
都
・
只
見

応
援
基
金
」
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。贈

呈
式
は
、
７
月
２０
日
に
福

島
市
の
東
邦
銀
行
本
店
に
お
い

て
行
わ
れ
北
村
頭
取
か
ら
目
黒

町
長
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
町
か
ら
も
、
そ
の
ご
厚
意

に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る

た
め
、
そ
の
席
上
で
町
長
感
謝

状
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
８９
万
円
を
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

只見町開票区：開票結果
（平成２２年７月１１日執行）

岡部　みつのり	（民主党）� ４９１
いわぶち　友	（日本共産党）� ３５３
菅本　かずまさ	（みんなの党）� ３３０
ましこ　輝彦	（民主党）� １，４４８
いわき　光英	（自由民主党）� ９２６

８月１１日に任期満了となる農業委員会委員は、
無投票で１２名が当選しました。

　　　

1 現職 齋藤　　　一（福井・６２歳）

2 現職 五十嵐　義博（只見・６２歳）

3 現職 馬場　　和正（蒲生・７３歳）

4 現職 佐藤　　　茂（叶津・６５歳）

5 新人 山内　　英明（梁取・５７歳）

6 現職 梁取　　祝久（坂田・６２歳）

7 現職 星　　　耕一（福井・５０歳）

8 新人 赤塚　　正明（長浜・６４歳）

9 現職 渡部　　旦明（小川・６４歳）

10 新人 菅家　　和義（布沢・５９歳）

11 現職 三瓶　　清志（大倉・４７歳）

12 新人 角田　　　睦（小林・６７歳）

平成２２年度の緑化功労者は次の方々です。
６月９日に比良林公園（大倉）で行われた「南会津地方植樹祭」
で表彰されました。

氏　名 住　所 功　　　　　績

只見の自然に学
ぶ会代表
新国　勇さん 只見

奥会津地域の自然環境の調査・研究
を行い、本地域の自然環境の貴重性、
重要性の啓発に取り組まれた。
また、貴重な自然と豊かな生態系が
地域の宝となり、地域づくりに役立
つことを広め、自然環境の保全と普
及・啓発活動に貢献された。

渡部　民夫さん 小川

森林についての豊富な知識や経験を
有し、長年にわたり森林保全巡視活
動に従事され、入山者に対して火の
始末・ごみの持ち帰りの指導、被災
した森林の早期発見や森林保全施設
の巡視を行い、只見町の森林環境の
保全に貢献された。

　

平成２０年８月から町の英語指導助手を務めたヴィクトリ
ア・ポッター先生の離任式が、７月２０日に只見中学校で行
われました。
ヴィッキー先生はあいさつで「生徒の皆
さん、目標を高く持って頑張ってください。
色々な人と出会い勉強してください。皆さ
んは、すばらしい生徒です。お世話になり
ました。さようなら」と述べました。
ヴィッキー先生には全校生徒が寄せ書き
された３枚の色紙が贈られました。ヴィッ
キー先生は７月２６日に母国の英国に帰りま
した。

NEWS&FLASH

南会津地方植樹祭緑化功労者 只見町農業委員会委員

参議院福島県選出議員選挙

5月18日
3歳児健診

飯
いいづか

塚　妃
ひめ

 さん
（大倉）

虫歯の
　ない子

さようならヴィッキー先生
只見中学校で離任式

（立候補届出順・敬称略）�
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健康メモ
栄養士さんからの

生
活
習
慣
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
！
と
い
わ
れ
て
も
、「
む
ず
か
し

い
」、「
で
き
な
い
」
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
高
い
目
標
を
立
て
ず
に
「
低
い
目
標
で
も
十

分
効
果
が
あ
る
」
も
の
な
の
で
す
。

お
に
ぎ
り
こ
そ
！

朝
食
は
「
こ
れ
か
ら
す
る
こ
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
よ
い
１
日
を
過
ご
す
た
め
に
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
朝
食
を
摂
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
生
活
習
慣
と
い
え
ま
す
。

お
に
ぎ
り
は
日
本
人
が
誇
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
。
朝
、
出
か
け
る

支
度
を
し
な
が
ら
で
も
頬
張
れ
る
。
あ
る
い
は
職
場
に
着
い
て
か
ら

で
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
が
あ
れ
ば
手
軽
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。
朝

食
は
す
こ
や
か
な
生
活
習
慣
の
第
一
歩
で
す
。

塩
分
の
目
標
量
が
変
更
に
な
り
、
男
性
９
ｇ
未
満
、

女
性
７.５
ｇ
未
満
で
す
の
で
、
お
に
ぎ
り
の
塩
分
量
に
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

野
菜
不
足
は
、
あ
と
ト
マ
ト
半
分
。

日
本
人
は
け
っ
こ
う
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
。
す
で
に
毎
日
約
２

５
０
ｇ
の
野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
生
活
習
慣
病
予
防
の
観

点
か
ら
は
３
５
０
ｇ
が
推
奨
量
。
で
す
か
ら
あ
と
１
０
０
ｇ
だ
け
足

り
な
い
と
い
う
訳
で
す
。
ト
マ
ト
な
ら
半
分
。
野
菜
炒
め
な
ら
半
皿

分
。
む
ず
か
し
い
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
野
菜
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し

て
い
る
夕
食
で
は
な
く
朝
食
や
昼
食
で
プ
ラ
ス
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

わ
ず
か
小
皿
ひ
と
つ
分
な
の
で
す
が
。
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
し
た
コ

ツ
と
し
て
生
野
菜
で
は
な
く
温
野
菜
だ
と
食
べ
や
す
く
な
る
と
い
う

こ
と
を
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
ス
ー
プ
で
も
煮
物
で
も
。
忙
し

い
と
き
は
レ
ン
ジ
で
チ
ン
。
野
菜
そ
の
も
の
の
味
や
食
感

も
変
化
す
る
の
で
食
事
自
体
が
豊
か
に
な
る
と
こ
ろ
が

お
す
す
め
で
す
。

毎
日
10
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操
。

今
、
町
内
で
も
朝
に
流
れ
て
い
る
ラ
ジ
オ
体
操
。
な
ん
と
な
く
準

備
運
動
と
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
じ
つ
は
あ
れ
く
ら
い
の
強

度
の
体
操
で
も
十
分
に
立
派
な
「
運
動
」
に
な
る
の
で
す
。

時
間
に
し
て
約
５
分
間
。
プ
ラ
ス
第
２
か
、
み
ん
な
の
体
操

を
行
う
と
１０
分
間
に
な
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ
体
操
も
毎
日
続
け

る
こ
と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
も
の
な
の

で
す
。

あ
と
10
分
歩
き
ま
し
ょ
う
。

歩
く
こ
と
が
健
康
に
よ
い
と
知
っ
て
い
て
も
、
い
っ
た

い
ど
れ
く
ら
い
歩
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
に
は
男
性
９
０
０
０
歩
、
女
性
８
０
０
０
歩
が
目

安
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
平
均
的
な
歩
数
か
ら
考
え

る
と
足
り
な
い
の
は
、
あ
と
１
０
０
０
歩
。
時
間
に
し
て
１０
分

程
度
多
く
歩
く
だ
け
で
十
分
に
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

も
う
30
分
早
く
寝
る
と
、
生
活
が
変
わ
る
。

生
活
習
慣
改
善
の
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
就
寝
時
間
。
夜
ふ
か

し
せ
ず
、
も
う
３０
分
早
く
寝
る
よ
う
に
す
る
だ
け
で
翌
朝
か

ら
の
生
活
リ
ズ
ム
は
見
違
え
る
よ
う
に
よ
く
な
り
ま
す
。
そ

し
て
朝
食
を
摂
る
時
間
的
余
裕
、
精
神
的
余
裕
が
生
ま
れ
ま

す
。
朝
食
習
慣
の
あ
る
人
は
、
午
前
中
の
仕
事
や
家
事
、
勉

強
の
効
率
が
高
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。
も
う
３０
分
早
く
寝
る
。
出
発
点
は
こ
こ
で
す
。

（
厚
生
労
働
省
健
康
局
総
務
課
生
活
習
慣
病
対
策
室
資
料
よ
り
）

こ
の
よ
う
に
、「
身
近
な
目
標
」
を
設
定
し
て
前
向
き
に
生
活
習

慣
が
改
善
で
き
る
よ
う
に
も
う
一
度
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

生活習慣を改善しましょう!

栄養士 平野祥子



10

　朝日小学校では、自然への興味や関心を高め川の大
切さを学ぶことを目的に、川遊び教室を７月16日に黒
谷川で行いました。この日は前日に降った雨の影響で
水量が多かったため、場所を限定し魚つかみを行いま
した。全校児童が水着に着替えグループで順番に、放
された魚を夢中で捕まえていました。大物が捕まった
瞬間には拍手が起こっていました。

川遊び教室

　明和保育所では、7月7日に七夕会が行われました。
39名の保育所児が、七夕飾りが置かれたホールに集ま
り、「たなばたさま」をみんなで歌い、さくら組の願
い事を聞いたり、「おり姫とひこ星」のパネルシアター
を鑑賞しました。その後、七夕にちなんだ、おいしそ
うなお昼ごはんをみんなで頬張り、七夕の一日を楽し
く過ごしました。

み 　んなの短冊をつけた七夕飾りと一緒に
七夕会

▲黒谷川での川遊びは最高の思い出

▲みんなの願いが叶いますように…

▼海の生き物を手に取り観察する只見小の児童

　7月14日にアクアマリンふくしま（いわき市）の移
動水族館が、朝日小学校と只見小学校にやってきまし
た。移動水族館では、ヒトデやウニ、小さなサメなど
の海の生き物に直接触れることができ、児童は怖がり
ながらも水槽に手を伸ばし、いろいろな生き物にタッ
チして感触を確かめていました。また、貴重な水生昆
虫や、アザラシ、サメの剥製などにも触れることがで
き、海の環境を楽しく学びました。

学 　校に水族館がやってきた！

自 　然とのふれあい・川と親しみ川を楽しむ

アクアマリンふくしま移動水族館
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道 　路沿いをきれいにうつくしく
フラワーライン作戦

　沿道緑化事業「フラワーライン作戦」が6月２８日に
只見地区から明和地区までの国道や県道沿いなどで行
われました。植えられた花の苗はマリーゴールドやコ
スモス、サルビアなどで、各地区婦人会、舘ノ川集落
活性化委員会、唱若衆会の皆さんが道路わきや花壇に
きれいに植えられました。今年は肥料にコンポストも
使用されました。

郵　
便局から町内の小学校へ
ワールドカップ・レプリカボール寄贈

　只見・朝日・明和の各郵便局ではサッカーのワール
ドカップ大会が開催された期間中、窓口に展示された
公式試合球「ジャブラニ」のレプリカボールを、只見・
朝日・明和の3小学校に寄贈されました。南アフリカ
大会は閉幕しましたが、小学生にもジャブラニを見な
がらワールドカップの熱戦を思い出し、サッカーに親
しんでほしいとの願いを込めて贈られたものです。
ボールは6月24日～30日に寄贈されました。

　７月３1日と８月1日の二日間、水の郷・只見川公園な
どで水の郷まつりが行われ、町内外から大勢の方が詰
めかけました。特に人気なのがイワナつかみ大会や、
カブトムシつかみで、元気なチビッ子が歓声を上げな
がらチャレンジしていました。ほかにも水鉄砲ゲーム
やバンドコンサート、出張お笑いショー、花火大会な
ども行われ夜まで賑わいを見せていました。

夏 　にピッタリのイベント盛りだくさん
水の郷まつり

　7月23日、夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動の一
環として、町内を走行する自動車などの運転手に交通
安全を呼びかけるテント村が今年も行われました。只
見地区は舘ノ川、朝日地区は長浜、明和地区は小林の
国道289号線沿いにテントを設営、各地区の交通安全
協会、交通安全母の会、交通少年団が、手づくりのマ
スコットキーホルダーなどをドライバーに手渡し、安
全運転をお願いしました。

安　
全運転呼びかける交通少年団
交通安全テント村作戦

▲ボールを寄贈された湯田秀樹明和郵便局長（右）と馬場永好明
　和小学校長（左）と明和小児童

▲明和婦人会の方々で作業された梁取バイパス花壇

▲交通安全キーホルダーを手渡す交通少年団（舘ノ川）

▲一番元気なカブトムシはこれかなあ〜

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５2１０　Fax 82−2１１7
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皆
さ
ん
は
、
今
飲
ん
で
い
る
水
に
『
60

種
類
以
上
の
発
癌
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
』
と
分
か
っ
た
ら
、
ど
う
す
る
で
し
ょ

う
か
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
飲
む
の
を
止
め

る
と
思
い
ま
す
。
明
ら
か
に
有
害
と
分
か

れ
ば
、
誰
で
も
そ
う
す
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
タ
バ
コ
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
同
じ

よ
う
に
発
癌
物
質
を
含
む
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
な
か
な
か
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
喫
煙
は
『
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
』
と

い
う
病
気
だ
か
ら
で
す
。
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
と
い
う
精
神
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
喫

煙
者
（
患
者
）
は
保
険
診
療
を
利
用
し
て

治
療
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、『
タ
バ
コ
を
止
め
た
い
』
と

思
わ
な
け
れ
ば
、
治
療
は
開
始
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
喫
煙
者
は
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
で
あ
る
と
認
め
、
喫
煙
の
害
に

つ
い
て
、
正
し
く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
タ
バ
コ
の
害
は
非
常
に
多
く
、

こ
こ
で
全
て
を
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
の
一
部
を
説
明
し
ま
す
。

　

能
動
喫
煙
の
害
→
タ
バ
コ
は
あ
ら
ゆ
る

病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
そ
れ
に
よ

り
喫
煙
者
は
非
喫
煙
者
と
比
較
し
、
10
年

早
く
死
ぬ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
身
の
癌
の
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。
関
連
が
明
ら

か
な
悪
性
腫
瘍
の
部
位
と
し
て
は
、
肺
、

口
腔
、
咽
頭
、
喉
頭
、
食
道
、
膵
、
膀
胱
、

腎
盂
、
鼻
腔
・
副
鼻
腔
、
胃
、
肝
、
腎
、

子
宮
頚
部
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
肺
癌

の
90
％
は
、
タ
バ
コ
が
原
因
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
動
脈
硬
化
を
促
進
し
、

心
筋
梗
塞
を
約
7
倍
、
脳
梗
塞
を
約
2.2
倍

増
加
さ
せ
ま
す
。
タ
バ
コ
煙
は
肺
を
破
壊

し
、
将
来
、
呼
吸
困
難
に
よ
り
日
常
生
活

も
困
難
な
状
態
と
な
る
の
で
す
。
糖
尿
病

の
リ
ス
ク
も
増
加
し
ま
す
。
若
い
男
性
で

は
イ
ン
ポ
テ
ン
ツ
、
女
性
で
は
不
妊
症
、

子
宮
頸
癌
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
増
大
、

お
肌
は
プ
ラ
ス
10
歳
肌
に
な
り
ま
す
。
そ

の
他
も
ろ
も
ろ
割
愛
。

　

受
動
喫
煙
の
害
→
１
日
20
本
喫
煙
す
れ

ば
、
配
偶
者
は
１
日
５
～
10
本
の
タ
バ
コ

を
吸
う
の
と
同
等
の
健
康
被
害
を
受
け
ま

す
。
癌
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
は
明
ら
か
に

増
加
し
ま
す
。
家
庭
の
受
動
喫
煙
は
非
喫

煙
者
の
全
死
亡
リ
ス
ク
を
14
～
34
％
増
加

す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
喫
煙
者

の
妻
の
肺
癌
の
リ
ス
ク
は
約
2
倍
で
す
。

ま
た
子
供
の
受
動
喫
煙
問
題
は
重
要
で

す
。
乳
幼
児
と
小
児
で
多
い
中
耳
炎
、
気

管
支
喘
息
、
呼
吸
器
感
染
症
は
受
動
喫
煙

で
増
加
し
、
約
2
倍
と
な
り
ま
す
。
受
動

喫
煙
が
な
く
な
れ
ば
、
子
供
の
受
診
は
何

割
か
減
る
で
し
ょ
う
。
妊
娠
中
の
喫
煙
が

子
供
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
・
多
動
性

障
害
）
の
リ
ス
ク
増
加
、
知
能
指
数
低
下

と
関
連
し
、
肥
満
、
糖
尿
病
の
リ
ス
ク
も

増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
ま
さ
に
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
の
毒
物
で
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
集

中
力
ア
ッ
プ
も
ニ
コ
チ
ン
切
れ
症
状
を
緩

和
し
て
い
る
だ
け
の
錯
覚
で
す
。
タ
バ
コ

に
よ
る
ニ
コ
チ
ン
切
れ
ス
ト
レ
ス
の
な
い

生
活
を
実
現
し
、
充
実
し
た
生
活
を
送
っ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
診
療
所

で
は
禁
煙
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
。
タ
バ

コ
を
や
め
た
い
と
感
じ
た
方
は
電
話
で
予

約
を
入
れ
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
禁

煙
は
愛
で
す
。

広
報
た
だ
み
診
療
所

朝
日
診
療
所
　
医
師
　
星
野
　
弘
尊

「
喫
煙
は
病
気
、

喫
煙
者
は
患
者
」

「
只
見
町
の
み
な
さ
ん
へ
」

　

只
見
町
を
去
る
日
が
近
づ
い
て
き

て
、
寂
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
2
年
間
で
只
見
は
私
の
第
二
の
家

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
ま
で
住
ん
だ
ど
ん
な
場

所
よ
り
も
き
れ
い
で
、
ま
た
只
見
の

よ
う
な
き
れ
い
な
町
に
住
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
「
日
本
・
只
見
」
に
着
い
て
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
新
し
い
こ
と
を
経
験
し

ま
し
た
。
写
真
を
見
る
と
、
本
当
に

色
々
な
こ
と
を
経
験
し
て
い
て
、
驚

き
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
「
日
本

で
働
く
と
決
め
て
よ
か
っ
た
な
」
と

思
い
ま
す
。
日
本
に
来
る
ま
で
は
只

見
町
の
こ
と
は
何
も
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
福
島
県
只
見
町
に
来
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
自
然
の
美
し
さ
は
、
日

本
の
ど
ん
な
場
所
よ
り
も
勝
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
し
、
只
見
の
み
な
さ

ん
は
と
て
も
親
切
で
、
心
温
か
い
人

た
ち
ば
か
り
で
す
。
只
見
で
の
生
活

を
忘
れ
る
こ
と
な
ん
て
で
き
ま
せ
ん

し
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
町
と
交
流
を

続
け
て
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

別
れ
を
い
う
こ
と
は
と
て
も
悲
し

い
で
す
。
只
見
町
内
の
小
学
校
・
中

学
校
に
も
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
生

徒
や
先
生
方
、
英
会
話
グ
ル
ー
プ
の

生
徒
さ
ん
、
そ
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
、

教
育
委
員
会
に
も
別
れ
の
あ
い
さ
つ

を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私
が

み
な
さ
ん
の
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な

さ
ん
が
私
の
こ
と
を
覚
え
て
い
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
す
が
、
も
う
１
年
日
本
に

い
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
仙
台
で

仕
事
を
探
す
予
定
で
す
。
仙
台
は
と

て
も
大
き
な
都
市
で
、
福
島
に
近
い

の
で
選
び
ま
し
た
。
も
う
１
年
日
本

に
い
る
こ
と
で
、
本
当
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
に
戻
る
前
に
、
只
見
に
何
度
も

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

「
さ
よ
う
な
ら　

只
見
町
！　

み
な

さ
ん
の
親
切
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

「
ま
た
す
ぐ
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
祈
っ
て
い
ま
す
」

（
訳
・
只
見
中
・
福
地
）

ヴィッキーの

にっぽん紀行
Vol.20

■Victoria・Potter

　・1980年生まれ。英国ノーリッチ出身。
　・2008年8月から町英語指導助手。

ヴィクトリア　　　  ポッター

▲只見中学校で最後のあいさつをするヴィッキー先生

▲只見中生から色紙を受け取るヴィッキー先生
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と
っ
て
お
き
の
話

193

神
奈
川
大
学
非
文
字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
協
力
研
究
者

ル
シ
ー
ニ
ュ
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

　

私
は
フ
ラ
ン
ス
北
東
部
の
シ
ャ
ン

パ
ー
ニ
ュ
地
方
に
あ
る
ラ
ン
ス（Re-

im
s

）
と
い
う
町
で
生
ま
れ
育
っ
た

フ
ラ
ン
ス
人
で
す
。
人
口
25
万
人
程

度
の
都
市
で
す
か
ら
、町
を
出
る
と
、

広
々
と
し
た
平
野
を
覆
う
集
約
農
業

の
畑
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
向
こ
う
の
地
平
線
に
は
「
ラ
ン
ス

の
山
」
と
い
う
丘
の
高
さ
ほ
ど
の
山

が
あ
り
、
そ
の
斜
面
に
は
ブ
ド
ウ
畑

の
列
が
遠
く
に
見
え
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
都
会
で
青
少
年
期
を
過
ご
し
た

自
分
に
は
、
都
会
の
人
間
だ
と
い
う

自
己
認
識
が
働
い
て
、
田
舎
の
奇
麗

な
景
色
に
引
か
れ
て
も
、
農
業
の
技

術
に
関
し
て
い
え
ば
興
味
が
皆
無
に

近
い
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
都
会
出

身
の
フ
ラ
ン
ス
人
で
す
が
、
何
が
自

分
を
只
見
町
の
民
俗
文
化
の
価
値
に

目
を
開
か
せ
た
の
か
。
簡
単
に
い
う

と
、
そ
れ
は
、
道
具
の
記
憶
で
す
。

民
俗
学
で
は
、
道
具
と
い
う
用
語
よ

り
も
、
道
具
使
用
者
＝
文
化
伝
承
者

の
存
在
を
強
調
す
る
た
め
に「
民
具
」

と
い
う
学
術
用
語
を
使
う
の
が
常
で

す
が
、
私
は
只
見
町
に
赴
い
て
初
め

て
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
は
、
只
見
町
に
は
何
百

年
も
、
物
に
よ
っ
て
は
何
千
年
に
も

わ
た
っ
て
代
々
伝
わ
っ
た
道
具
の
使

用
方
法
や
そ
れ
に
関
わ
る
農
業
知
識

全
般
、
さ
ら
に
口
承
伝
承
や
い
ろ
い

ろ
な
感
情
が
道
具
の
中
に
潜
ま
れ
て

お
り
、
だ
か
ら
こ
そ
カ
ヤ
屋
根
の
農

家
住
宅
が
建
て
替
え
ら
れ
る
際
、
住

民
た
ち
が
民
具
を
収
集
し
記
録
す
る

運
動
を
始
め
た
、
と
い
う
話
を
聞
い

て
実
に
驚
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
調
べ

て
み
た
ら
、
山
間
地
と
い
う
き
び
し

い
自
然
環
境
に
対
応
す
べ
く
伝
統
技

術
の
豊
富
さ
と
複
雑
さ
に
も
圧
倒
さ

れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、
私
が
只
見

町
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
は
、
只
見
町

の
民
具
カ
ー
ド
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
只
見
町

の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
開
発
し
よ

う
と
す
る
神
奈
川
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ

Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
4
班
・
地
域
統

合
情
報
発
信
班
に
参
加
し
た
こ
と
か

ら
で
し
た
。
こ
の
研
究
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
経
緯
は
偶
然
で
す
。
２

０
０
３
年
、
神
奈
川
大
学
の
博
士
後

期
課
程
に
入
学
し
て
間
も
な
く
、
指

導
教
授
で
あ
る
佐
野
賢
治
先
生
の
推

薦
で
当
時
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
リ
サ
ー
チ
・

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
就
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
最
初
は
他
の
班
に
振
り
当

て
ら
れ
て
、
長
い
間
、
佐
野
先
生
が

担
当
す
る
第
４
班
の
目
的
や
内
容
に

関
し
て
浅
い
知
識
し
か
持
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。「
只
見
方
式
」
の
名

で
知
ら
れ
て
い
る
只
見
町
の
民
具
カ

ー
ド
の
面
白
さ
も
想
像
も
つ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
、

２
０
０
６
年
６
月
21
～
23
日
の
調
査

旅
行
の
時
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

の
調
査
に
は
、
本
当
は
も
う
一
人
の

若
手
研
究
者
が
同
行
す
る
は
ず
で
し

た
が
、
彼
の
親
戚
に
不
幸
が
あ
っ
た

の
で
、
私
が
代
わ
り
に
同
行
し
た
の

で
す
。
22
日
、
只
見
町
教
育
委
員
会

の
一
階
で
行
わ
れ
た
会
議
で
、
私
が

恐
る
恐
る
挙
手
し
て
、
シ
ス
テ
ム
開

発
に
お
け
る
資
料
の
配
置
に
つ
い
て

簡
単
な
提
案
を
述
べ
た
の
で
す
が
、

班
に
若
手
研
究
者
が
不
足
し
て
い
た

の
か
、
あ
る
い
は
先
生
が
私
に
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
て
く
だ
さ
る
つ
も
り
だ

っ
た
の
か
、
と
に
か
く
、
そ
れ
を
契

機
に
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
徐
々
に
只
見
町
の

民
具
カ
ー
ド
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を

始
め
る
よ
う
に
な
り
、
後
に
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
開
発
な
ど
に
向
け
て
責
任
を
与
え

ら
れ
、
年
に
２
、
３
回
ぐ
ら
い
只
見

町
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
只
見
町
の
事
情
を
よ
く
知
ら
な

い
者
で
す
が
、
町
の
住
民
た
ち
が
歩

ん
で
来
た
歴
史
や
記
憶
が
つ
ま
っ
た

民
具
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
と
、
ネ
ッ

ト
上
で
世
界
中
に
情
報
を
発
信
で
き

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
開
発

は
ま
さ
に
興
味
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
し
た
。幸
い
に
、い
ろ
い
ろ
な
方
々

の
ご
協
力
を
得
て
、
よ
う
や
く
２
０

１
０
年
３
月
「
只
見
町
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
完
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
さ

ま
に
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

只
見
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
コ
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
只
見
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

U
RL

（http://w
w

w
.him

oji.jp/
him

oji/tadam
i-item

/index.htm
l

）

道
具
の
記
憶

只見学

▲聞き取り調査をする筆者（左から３番目）

▲只見方式によって記入  
　された民具カード

▼
今
月
号
か
ら
は
神
奈
川
大
学

大
学
院
博
士
後
期
課
程
に
在
籍

し
て
い
る
ル
シ
ー
ニ
ュ
・
フ
レ

デ
リ
ッ
ク
さ
ん
が
担
当
し
ま

す
。
6
回
の
連
載
で
す
。

▼
と
っ
て
お
き
の
話
始
ま
っ
て

以
来
、
初
め
て
の
外
国
人
執
筆

者
で
す
。
１
９
９
７
年
か
ら
来

日
さ
れ
て
い
て
、
今
で
は
日
本

人
以
上
に
話
も
文
章
も
お
上
手

で
す
。

▼
神
奈
川
大
学
の
民
俗
調
査
で

町
民
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
お
礼

を
兼
ね
て
、
町
の
と
っ
て
お
き

を
連
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
六
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

七
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

康
　
女

四
五
人
の
子
供
の
囲
む
大
毛
虫

日
中
の
暑
さ
残
し
て
夕
日
落
つ

笑
　
羊

三
日
目
の
マ
リ
ネ
の
小
鯵
梅
雨
き
ざ
す

水
を
売
る
町
に
生
ま
れ
て
軒
菖
蒲リ

ウ
コ

に
い
に
い
蝉
泣
き
た
き
こ
と
の
二
つ
三
つ

か
ん
ざ
し
と
し
て
飾
り
た
き
山
法
師

一
　
穂

残
雪
の
尾
根
晴
れ
渡
る
夏
至
の
朝

ト
マ
ト
畑
に
は
た
と
止
ま
れ
り
青
田
風

敦
　
子

梅
雨
寒
や
軒
に
は
り
つ
く
青
蛙

満
天
星
の
花
の
香
り
や
喪
の
明
け
て礼

　

田
水
沸
く
簡
易
舗
装
路
自
転
車
で

田
水
沸
く
山
田
や
軒
に
つ
づ
く
道修

　
一

姪
っ
子
の
お
産
祝
い
や
夏
座
敷

辣
韮
を
漬
け
終
わ
り
た
る
妻
の
声

一
　
灯

植
田
な
か
補
植
に
か
が
む
越
後
笠

売
ら
れ
ゆ
く
空
家
に
そ
そ
ぐ
西
日
か
な

邦
　
男

百
万
人
つ
な
ぐ
キ
ャ
ン
ド
ル
　
の
秋

鬼
や
ん
ま
胸
に
幾
匹
の
幼
き
日

隆
　
堂

子
雀
を
拾
い
し
後
の
遣
り
場
な
し

岩
魚
棲
む
淵
の
暗
さ
や
大
桂

邦
　
夫

山
蟻
の
独
り
歩
き
の
王
者
ぶ
り

蛍
に
も
源
氏
と
平
家
昔
か
ら

吉
　
児

パ
ー
ル
島し
ま

翁
が
慧
眼
夏
の
浜

初
夏
の
日
に
光
彩
陸
離
金
の
鯱

恒
　
夫

百
年
の
曲
屋
た
た
む
青
葡
萄

山
神
の
千
年
松
や
道
を
し
へ

古
　
川
　
英
　
子

耳
遠
き
母
の
施
設
の
日
々
思
ひ
持
ち
ゆ
く
綜
が
車
内
に
匂
ふ皆

　
川
　
恒
　
子

晴
れ
し
日
に
子
ら
の
薯
植
ゑ
手
伝
へ
ば
足
の
む
く
み
の
徐
徐
に
と
れ
ゆ
く

吉
　
津
　
政
　
枝

喜
び
も
悲
し
み
と
て
も
現
世
で
は
定
め
と
思
ふ
雨
の
夕
暮
れ馬

　
場
　
八
　
智

亡
き
母
に
仕
種
の
似
る
と
思
ひ
つ
つ
母
の
歳
を
と
う
に
超
え
た
り

五
十
嵐
　
英
　
子

リ
ハ
ビ
リ
と
言
は
れ
施
設
に
数
多
き
タ
オ
ル
を
た
た
む
気
の
合
ふ
友
と

五
十
嵐
　
夏
　
美

夫
一
人
遺
し
柩
の
出
で
ゆ
く
に
か
つ
て
な
き
如
き
大
雨
の
降
る

渡
　
部
　
ゆ
き
子

隣
家
の
蜜
蜂
群
れ
飛
ぶ
異
状
さ
に
主
を
呼
べ
ば
分
封
す
る
と
ふ

齊
　
藤
　
ち
ひ
ろ

階
上
る
足
音
を
聞
き
孫
帰
る
と
知
れ
ば
忽
ち
眠
り
に
つ
き
ぬ目

　
黒
　
富
　
子

遊
び
疲
れ
寝
入
り
し
孫
の
握
り
ゐ
る
指
を
開
け
ば
小
さ
き
石
出
づ

渡
　
部
　
ヨ
リ
子

朝
早
く
畑
に
出
づ
る
夫
の
背
は
逝
き
て
年
経
し
舅
に
似
る
も新

　
国
　
洋
　
子

す
ず
ら
ん
は
幸
福
を
呼
ぶ
花
言
葉
と
言
ひ
つ
つ
孫
ら
仕
入
れ
る
多
し（出

詠
順
）
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西
部
環
境
衛
生
組
合
職
員
採
用
候

補
者
試
験
を
次
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

一
、
職
種
・
採
用
予
定
人
員

試
験
職
種

行　

政

採
用
予
定
人
員

若
干
名

二
、
受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事

項
）
に
該
当
し
な
い
者
。

③
年
齢
資
格
等

昭
和
50
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

も
の
で
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

証
を
有
し
、
自
宅
か
ら
通
勤
可
能

な
者
。

三
、
試
験
の
方
法

　

高
校
卒
業
程
度
で
次
に
よ
り
行
な

い
ま
す
。

⑴
第
1
次
試
験

①
教
養
試
験
（
英
語
出
題
無
）

職
員
と
し
て
必
要
な
一
般
知
識

及
び
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
筆
記
試
験
を
行
な
い
ま
す
。

⑵
第
2
次
試
験

第
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、

作
文
及
び
個
別
面
接
に
よ
る
試
験

を
行
な
い
ま
す
。

四
、
試
験
の
期
日
・
場
所
及
び
発
表

⑴
第
１
次
試
験

①
期
日　

平
成
22
年
9
月
5
日（
日
）

②
受
付
時
間

　

8
時
30
分
～
9
時
00
分

③
教
養
試
験

　

9
時
30
分
～
11
時
00
分

④
試
験
場
所

　

西
部
環
境
衛
生
組
合

⑵
第
2
次
試
験

第
1
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て

別
途
通
知
し
ま
す
。

五
、
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

　

申
込
用
紙
は
西
部
環
境
衛
生
組
合

事
務
局
で
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

受
付
は
平
成
22
年
8
月
25
日（
水
）

ま
で
。（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
）

　

郵
便
の
場
合
は
、8
月
24
日
（
火
）

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受

け
付
け
ま
す
。

六
、
そ
の
他

　

こ
の
試
験
に
関
し
不
明
な
点
は
、

本
組
合
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

〒
９
６
７
‐
０
６
１
１

西
部
環
境
衛
生
組
合
事
務
局
（
南

会
津
郡
南
会
津
町
山
口
字
下
荒
町

２
１
７
２
‐
９
）

☎
０
２
４
１
―
７
２
―
２
６
３
９

　

福
島
県
で
は
、
車
い
す
使
用
者
用

駐
車
ス
ペ
ー
ス
（

マ
ー
ク
の
あ
る

駐
車
場
）の
利
用
適
正
化
を
図
る
た
め
、

対
象
者
に
県
が
利
用
証
を
発
行
し
、

利
用
者
に
は
駐
車
す
る
際
に
利
用
証

の
掲
示
を
お
願
い
す
る
「
お
も
い
や

り
駐
車
場
利
用
制
度
」
を
平
成
21
年

7
月
1
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
証
の
申
請
受
付
を
行
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ
ひ

利
用
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　

身
体
障
が
い
者
、知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
難
病

患
者
、
妊
産
婦
、
け
が
人
で
、
県
が

定
め
る
交
付
基
準
に
該
当
す
る
方

▽
申
請
方
法

　

窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に

記
入
の
う
え
、
確
認
書
類
の
写
し

を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
申
請
書
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

▽
確
認
書
類

　

身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
特
定
疾
患

今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎82｜5050
　　　　　　　　　☎82｜5210
　企　画　班　　　☎82｜5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎82｜5110
　町　民　班　　　☎82｜5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎84｜7005
　福　祉　班　　　☎84｜7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎82｜5230
　交流推進班　　　☎82｜5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎82｜5270
　生活環境班　　　☎82｜5280
会　計　室　　　　☎82｜5120
議会事務局　　　　☎82｜5300
農業委員会　　　　☎82｜5230
教育委員会　　　　☎82｜5320
学校給食センター　☎84｜7180
只見保育所　　　　☎82｜2219
朝日保育所　　　　☎84｜2038
明和保育所　　　　☎86｜2249
朝日診療所　　　　☎84｜2221
　　（歯科）　　　　☎84｜2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎84｜2130
こぶし苑　　　　　☎84｜2101
保健福祉センター　☎84｜7005
只見地区センター　☎82｜2141
朝日地区センター　☎84｜2111
明和地区センター　☎86｜2111

今
月
の
納
期

税

募

集

お
も
い
や
り
駐
車
場

利
用
制
度

平
成
22
年
度

西
部
環
境
衛
生
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験

REC
RU

ITM
EN

T

8
月
25
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税
（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
８
月
分
）

●
介
護
保
険
料
（
２
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
１
期
）

生

活
LIFE

医
療
受
給
者
証
、母
子
健
康
手
帳
、

診
断
書
（
け
が
の
場
合
）

▽
窓
口
連
絡
先

　

保
健
福
祉
課

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
７
０
１
０

町
民
生
活
課

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
１
０
０

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
１
―
８
４
―
２
１
１
１

明
和
地
区
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
１
―
８
６
―
２
１
１
１

南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

☎
０
２
４
１
―
６
３
―
０
３
０
５

福
島
県
庁
高
齢
福
祉
課

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
９
７

　

こ
の
制
度
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の

「
お
も
い
や
り
」
に
よ
っ
て
運
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

10,000円で
11,000円分の商品券
8月2日（月）
午前9時より販売
【商品券販売所】
㈱川原田商店・

㈲倉田屋・㈲ふじた・
はせべ商店・
只見町商工会

発 行
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１日 只見町土地改良区理事会・総代会
２日 滝調整池連絡協議会、福島県農林水産部次長来庁、

南会津消防研究会会長他来庁
４日 福島県消防操法南会津地方大会
５日 全国積雪寒冷地帯振興協議会理事会
６日 県知事との意見交換会
７日 庁議、奥会津元気回復協議会代表来庁
８日 第61回南会津地方町村議員大会
９日 福島県企業立地セミナー
12日 西部環境衛生組合管理者会、西部環境衛生組合議会、

南会津地方町村長との懇談会
13日 福島県町村長中央研修会
14日 只見川電源流域振興協議会要望活動並びに第1回役員会
15日 県道小林館ノ川線建設促進期成同盟会総会、あかま

つ荘施設長及び理事来庁、南会津広域消防本部来庁、
住まいづくり・まちづくり研究会との懇談会

16日 町観光まちづくり協会第2回理事会
17日 第25回からむし織の里フェア
20日 東邦エコ定期貯金による「自然首都・只見」応援基

金への寄付金贈呈式
22日 山口土木事務所業務課長来庁、福島大学経済経営学

類教授西川氏来庁、ふるさと只見・人材育成講座開
校式、会津田島祇園祭並びに交流会

23日 国道289号フルコース踏破只見高校生激励、老人クラブ
連合会定期総会、職員互助会理事会、農家民宿開村式
歓迎のあいさつ、「水の郷まつり」第2回実行委員会

26日 教育委員との懇談会、政策調整会議
27日 個人県民税完納町村に対する知事感謝状伝達式、南

会津地方振興局長他来庁
28日 交通安全対策協議会、（株）湯ら里役員会
29日 国道（289号）八十里越地点開発促進期成同盟会総会

並びに事業概要説明会
30日 会津総合開発協議会「会津を拓く最重点要望事項」

に基づくJR東日本新潟支社要望活動

町 長 室 日 誌
〈　7　月　分　〉

朝日地区センター

図書室☎ 84 ｰ 2059

～南会津建設事務所「地域ビジョン」を策定しました～
　福島県南会津建設事務所では、地域の皆様の暮らしを支える道路や河川などの社会資本の整備と、それら
が十分な機能を発揮できるような日々の維持管理や、様々な地域づくり活動への支援などの業務を行ってい
ますが、南会津の地域特性や近年の社会経済情勢の変化などを踏まえ、これからの地域づくりに向けた事務
所の指針として南会津建設事務所「地域ビジョン」を策定しました。
　このビジョンに基づき、地域の皆様に愛される社会資本整備を行ってまいります。

活力と美しさに満ちた持続可能な生活・交流圏
～ 思いやりとおもてなしの心をもって ～

ふるさとへの愛着と誇りに満ちた地域の人々とともに、人と人との絆を大切に、多くの来訪者へのおもてなしの心を持ちながら、
美しい豊かな地域の価値を高め、快適に暮らせる潤いと活力のある地域の形成を目指します。

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

●
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の

人
及
び
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
平
成
二
十
二
年
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る
最
初

の
国
勢
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る
た
め

に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人
口
・
世
帯

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

●
調
査
結
果
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
令
で
使
わ
れ
る

ほ
か
、
社
会
福
祉
、
雇
用
対
策
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
た
め
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

●
九
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
世
帯
を
訪
問
し
て

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
。

●
記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に
入
れ
て

封
を
し
て
調
査
員
に
渡
し
て
い
た
だ
く
か
、
市

区
町
村
に
郵
送
で
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm
国勢調査 e- ガイド

国勢調査については，平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。
総務省・都道府県・市区町村

検 索

【基本目標】

※より詳しくお知りになりたいときは、南会津建設事務所ホ
ームページへアクセスください。
HPアドレス：http://www.pref.fukushima.jp/minami-aizu/kensetsu/
福島県南会津建設事務所　TEL0241-62-5322

▲伊南川沿川での郷土愛を育
み河川と親しむ地域づくり活
動：富沢川（南会津町）

▲早期の開通が期待される
八十里越：国道289号（只見町）

▲生活拠点を結ぶ交通を落石
から守るロックシェッド：国
道118号（南会津町）

▲国道352号(檜枝岐村)での
除雪作業

１　美しく豊かな地域資源の価値を高める地域づくりへの支援
観光地への安全で円滑なアクセスの確保や、ソフト・ハード両面から地域づくり
活動に対する支援を行います。

２　広域的な交流・連携を推進し交流人口の拡大を支援する広域交通ネットワークの強化
地域間交流の支援のため、甲子道路及び八十里越による横軸と、会津縦貫南道路
による縦軸や、それらを補完する広域交通基盤の整備を推進します。

３　地域の持続可能な生活を支える生活基盤の強化と、適切な維持管理による安全で
　　安心な暮らしの確保
日常生活に身近な社会基盤の整
備や、医療・福祉を支える生活拠
点間のアクセス強化を進めます。
また、計画的できめ細やかな施設
の維持管理に努めます。

４　冬期間における道路交通網の確保
豪雪から住民の足を守り雪国の
暮らしを支えます。
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

朝日地区センター

図書室☎ 84 ｰ 2059

タニタ／著（大和書房）
　今話題の図書！　500kcal
のまんぷく定食
　体重・体脂肪計など健康
測定器を手がける株式会社
タニタの社員食堂で実際に
提供されているレシピとノ
ウハウが満載の本です。
　油分・塩分・カロリーを
カットして、満腹！
　満足感のある食事をおい
しく食べて、健康的なダイ
エットに挑戦してください。

★体脂肪計タニタの社員食堂

ダン・ブラウン／著（角川書店）
　ダ・ヴィンチ・コードの
著者ダン・ブラウンの最新
作です。全世界で1800万部
を売り上げ、映画化も決定
しました。長編謎解き小説
ですが、スピード感ある文
章に引き込まれます。じっ
くり読んでください。

小風さち／著（福音館書店）
　「わにわに」が工作に挑戦！
　強烈な絵と、リズム感あ
るどきどきする文。さて、「わ
にわに」は何を作ったのか
な？
　同じシリーズの「わにわ
にのおふろ」も楽しい作品
です。

★ロスト・シンボル

★わにわにの　おおけが

まちづくり推進員
若林　奈津子

★図書室に関する要望や購入図書の希望など、
　お気軽にお寄せください。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
の
夏
は
「
暑
い
！
」
と
感
じ
る

日
が
、
こ
こ
数
日
続
い
て
い
ま
す
。
国

道
に
設
置
さ
れ
た
温
度
表
示
計
は
、
ほ

ぼ
毎
日
30
度
以
上
、
う
だ
る
暑
さ
や
猛

暑
と
い
う
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
只
見
の

夏
。
そ
れ
で
も
、
夜
に
は
涼
し
く
な
る

只
見
の
夏
。
こ
れ
も
豊
か
な
自
然
の
恩

恵
で
し
ょ
う
か
。
▽
暑
い
夏
の
ス
タ
ミ

ナ
源
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
夏
野
菜
。

ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
な
ど
な
ど
。
野
菜
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
マ
ト
ン
焼
き
も
外
せ
ま
せ
ん
。

体
調
管
理
を
万
全
に
、
た
く
さ
ん
食
べ

て
今
年
の
夏
も
元
気
一
番
、
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。
飲
み
過
ぎ
に
は
ご
注
意
を
。

平成22年7月1日現在
人　口　　  ４，９４８（−16）
　男　　  　２，３５３（−９）
　女　　  　２，５９５（−７）
世帯数　  　１，８７５（−６）

高齢化率　　４１．５％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　7　転出　16　出生　2　死亡　9

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、届出の
　ときにその旨をお伝えください。

（7月₁日〜7月31日届出分・敬称略）
■お誕生おめでとうございます
　中　山　舵

か じ と

人 （男／風　人・尚　子）　只　見

　三　瓶　　巧
たくみ

　 （男／　大　・美　幸）　楢　戸

　渡　部　妃
ひ さ き

咲 （女／正　敬・　弥　）　黒　谷

■ご結婚おめでとうございます
　小　林　山 内 　 幸 人  ♡ 南会津町　菅 家 　 美 香

■おくやみ申し上げます
本　名　アサノ　　　90才　　　　黒　　谷
佐　藤　　昌　　　　88才　　　　大　　倉
堀　金　俊　夫　　　80才　　　　只　　見
横　山　正　信　　　89才　　　　長　　浜
馬　場　ノブ子　　　93才　　　　塩 ノ 岐
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▪ 発行／只見町役場総務企画課　〒968-0421 福島県南会津郡只見町大字只見字雨堤1039
▪ 編集／広報編集委員会　http://www.tadami.gr.jp/　☎0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

８
月●

７
・
８
日
（
土
・
日
）

　
「
風
っ
こ
会
津
只
見
号
運
行

　
　

会
津
若
松
―
只
見
（
一
日
一
往
復
）」

●
14
・
15
日
（
土
・
日
）

　
「
成
法
寺
観
音
堂
御
開
帳
（
梁
取
・
成
法
寺
）」

●
15
日
（
日
）

　
「
黒
谷
川
魚
つ
か
み
大
会
」

●
16
日
（
月
）

　
「
河
井
継
之
助
墓
前
祭

　
　
（
河
井
継
之
助
記
念
館
）」

９
月●

5
日
（
日
）

　
　
「
只
見
町
祭
礼
行
事
」

　
　
「
只
見
駅
前
通
り

　
　
　

ウ
キ
ウ
キ
わ
い
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」

▼
夏
野
菜
が
豊
富
に
収
穫
で
き
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
お
家
で
は
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
を
只
見

駅
で
販
売
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
観
光
の
お
客
様
か
ら
も
新
鮮
な
野
菜
が
手
に
入

る
と
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

一
般
社
団
法
人

只
見
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

☎
０
２
４
１
―
８
２
―
５
２
５
０

営
業
時
間 

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時
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ブロッケン現象
気象／大気光学現象

　太陽を背にして立ったときに、霧

に映る自分の影に虹のような輪がで

きること。昔は阿弥陀如来が現れた

と考えられ、ご来迎などと呼ばれま

した。

　高い山の上で見られる現象ですが、

只見町では夏に川霧が発生する只見

川で見ることができます。午前 6時

半から 8時ごろに、只見川に架かる

常盤橋から万歳橋までのあいだで見

ることができます。ブロッケン現象は、霧と太陽光線の微妙なタイミングで現れるので、すぐ

に見れなくてもしばらく待ってみましょう。

℡0241(72)8355

ブナセンター講座

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

 第9回　9月25日（土）　「田子倉湖ブナ探検隊」

 【特別企画展】
只見と世界の昆虫展　7月21日（水）～9月26日（日）

※詳しくは、「只見町ブナセンターだより」に紹介しています。


